
（別紙３）

～ 2024年　10月　7日

（対象者数） 21 （回答者数） 21

～ 2024年　9月　30日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・小集団の生活により、集団で必要な「集団行動」「順番」

「物の共有」の力を養うために、活動の場面でトレーニング

できる計画をたてる

・視覚支援を使用しながら一人でできる力を育てていく

2
・これからも、公園での出会いや遊びを通じて、就学に向け

ての交通ルール等への意識や体力作りにも取り組んでいく

・少人数での療育のため、個々の課題に対応しやすい

・個々の課題に合わせて療育し、褒められる経験を多く持て

るようにしている

・生活面では自立ができるように毎日の積み重ねを大事にし

ている

○事業所名 おひさま園

○保護者評価実施期間
2024年　9月　7日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
2024年　9月　7日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2024年　11月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

・園周辺に大小さまざまな公園や遊具がある

・気候の良い日には毎日散歩に行き、楽しい体力づくりに役

立っている

・こどもに合わせた公園を選び、五感を刺激できるようにし

ている

事業所における自己評価総括表公表



3

・今後も母子保育や土曜親子保育の利用の中で、保護者様と

の関係を築くことや相談のしやすい雰囲気作りを意識してい

く

・保護者様とのグループワークを通して、子育ての不安や大

変さを共感する。

・保護者様それぞれの考え方を参考にしたり、自身の考えの

整理につなげてもらうようサポートしていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・負担のない形で準備して頂けるように、保護者様の思いを

伺い、丁寧に説明し理解いただくようにする

2 ・近隣の皆様にご迷惑にならないよう対策を考える

・昼食はお弁当を持参してもらっている

・保護者様のお弁当作りの手間や大変さはあるが、こどもの

喜びも大きい

・子どもに合わせた食べられる食材をスプーンやフォークの

使い方、食事姿勢等の発達段階に合わせた支援ができる

・住宅街の為、防音対策 ・特性を踏まえ、こども達が過ごしやすい環境を整えていく

・保護者様との関係が築きやすい

・職員と保護者様との話す機会が多く、話す中で相談を受け

付けるようにしている

・母子保育の時間に保護者様と話をする時間を設けている

・少人数の集まりで、保護者様同士も話しやすい環境を作っ

ている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等


